
家族の中でどうしようも無い状態にな

られ、「死んだ方がまし」と相談に来られ

た。相談内容を聴いていくと、家族が借金を

重ね、家族や親戚も連帯保証人になっている。毎日

のように借金の取り立てに来られて、気の休まる時

がない。

借金をした本人は、それを具体的に解決しようと

いう気持ちになっていなくて、周りがやきもきしてい

る。その借金の原因は、買い物やギャンブルのため

のお金のようだが、はっきりとは言わない。

「もう死にたい。終わりにしたい。」と言われるが、

どうしたらよいか。
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「被災者にフリーダイヤル
　　　　電話相談を行っています」
「被災者にフリーダイヤル
　　　　電話相談を行っています」

2011年3月11日の東日本大震災で被災され大阪府内に

約1,500人の方がこられています。これを受けて、関西被災

者相談支援ネットワークと大阪府府民文化部人権室、（財）大

阪府人権協会が大阪府内被災者相談支援協議会を結成し、フ

リーダイヤルでの電話相談を行っています。

大阪府内の被災者は、若い世代が乳幼児や小学生とともに

来られている世帯が多く、避難した理由の大半が「放射能の影

響が少ない地域で生活するため」とのことです。電話相談では、

こちらでも仕事を探しているがなかなか見つからず、それに加

え小さい子どもを預かってくれるところを探すのにも困難とい

う内容があります。しかし、「地元に残った人を考えると私たち

は恵まれているので、贅沢は言えません。」と話される方が多く、

なかなか相談には結びつかないこともあります。

また電話相談には、放射能による福島県からの被災者を受け

入れるな!という電話もありました。このように、放射能被害によ

る福島県からの被災者を排除するような差別が生まれているこ

とがあり、12月11日（日）には、「福島差別を考えるシンポジウ

ム」を、難波別院同朋会館で行いました。シンポジストには、福

島県南相馬市長の桜井勝延さん、広島原爆被爆体験語り部の

飯田清和さん、阪南中央病院副院長の村田三郎さん、コーディ

ネーターに近畿大学の奥田均さんを迎え、200名の参加があ

りました。

今すぐに問題解決の相談にはつがならなくても、被災された

方がいつでも困ったときに電話ができる場所があるという体制

を続けることが大切になっています。

毎週火曜日　午後2時から午後8時

フリーダイヤル　0120-760-222 （2012年3月まで）

東日本大
震災と人

権

大阪府内被災者相談支援協議会
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　まず、「死にたい。終わりにしたい。」との気持ちを相

談員が受け止め、そのような気持ちになる背景をゆっ

くりと聴くことで、家族の方へのサポートを進めた。

　次に、本人と相談員が直接話をできるように、家族に努力し

ていただくように促した。本人の気持ちが解決の方向に向け

ば、解決のための様々な方法があることを伝えた。特に借金の

問題は、時間的に急を要する場合があり、必要な場合は弁護士

や司法書士などに相談員が同行して一緒に解決策を考える事

もできることを伝えた。

　さらに、買い物やギャンブルの依存症は、病気と考えられる

場合もあるため、専門家に相談することが必要になる。ただ、

なかなか病気であると本人も周りの人も認めにくいので、粘り

強く相談を進めることにした。
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施 設 等 紹 介施 設 等 紹 介

家族が、友だちが、同僚が、いつもと違うと気づいたら、温かく寄り添いながら、悩みに
耳を傾け、じっくりと見守り、早めに専門家に相談するよう勧めましょう

大阪府こころの健康総合センター
（こころの電話相談）

名　　称 連 絡 先 相談時間等

06-6607-8814
月～金
9:30～12：00
13:00～17：00

06-6923-0936 月～金
10:00～15：00

072-258-6410
月～金
9:00～12：30
13:30～17：00

こころの救急相談

名　　称 連 絡 先 相談時間等

06-6945-5000 24時間
365日

関西いのちの電話 06-6309-1121

大阪自殺防止センター 06-6260-4343
金曜日 13:00～
日曜日 22：00
（57時間）

自殺予防いのちの電話
フリーダイヤル

0120-738-556
毎月10日

8:00～翌8：00
（24時間）

大阪市こころの健康センター
（こころの悩み電話相談）

堺市こころの健康センター
（こころの電話相談）

24時間
365日

大阪府地域生活定着支援センター
　　　　　　ハンセン病回復者支援センター
大阪府地域生活定着支援センター
　　　　　　ハンセン病回復者支援センター

ヒューマインド～福祉と人権～　人と地域がよみがえる福祉に取り組んでいます
　1986年に大阪府内の同和地区の福祉を推進するための中核施設として大阪府同和

地区総合福祉センターを設置後、2002年以降は大阪府福祉人権推進センターに改め

て「ソーシャルインクルージョンをめざす中間支援組織」としての役割を担ってきました。

　2009年度より本部を港区に移し、「社会的援助を要する人々への支援」を掲げて以

下のセンターを運営しています。

高齢または障がいを有するなど、福祉的な支援を
必要とする矯正施設等出所者に対し、保護観察所等
の依頼に基づき、入所中から出所後ただちに福祉
サービス等につなげるための相談と支援を行ってい
ます。そのために、状況を見極めさまざまな方との
ネットワークをつくりながら、出所者が地域で生活す
ることを支援することで、再犯を繰り返すことを防止
することにもつなげます。

連絡先

連絡先

　全国のハンセン病療養所に入所している大阪府出身の入所者の方への支援や、関西地域で暮らす退所者や家族の方から

の相談を受けたり、訪問等による支援を行っています。この相談業務には、ハンセン病回復者本人もあたっています。

大阪市港区波除4丁目1番37号
ＴＥＬ 06-6581-8673
ＦＡＸ 06-6581-8675

■大阪府出身者の里帰り事業
■コーディネーターを設置して相談や生活支援を行う事業
■府内の看護学生と高校生とのふれあい体験交流事業
■ハンセン病問題の啓発事業

主な事業

生活総合支援
ホームレス支援や
人権問題の支援等

就労や
介護等の
福祉支援

市町村等の
行政機関

関係機関
弁護士会
保護司会

矯正保護機関
矯正施設
保護観察所
更生保護施設

本人・家族・地域

医療等の
専門機関

研究分野
からの発信

大阪市中央区谷町７丁目４番１５号
大阪府社会福祉会館３Ｆ
ＴＥＬ 06-6711-0003
ＦＡＸ 06-6711-0012

ハンセン病回復者支援センター事業

大阪府地域生活定着支援センター事業（大阪府からの受託事業）

大阪府地域生活
定着支援センター

事務所

広がる支援の輪！

大阪市港区波除4丁目1番37号　　
ＴＥＬ 06-6581-8644　ＦＡＸ 06-6581-8673

センターは、大阪府社会福祉会館
の中にあります。大阪府

社会福祉会館

社会福祉法人
    大阪府総合福祉協会
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